
7)電 気 透析 「ツ」EDは 、試料によりTBPE倍 数

と力価との関係が異なる◎

8)rメ タノール」 「ツ」μは両借数,特}こT8PE倍

数 に比 し著 しく力価が強い◎ ・

以上の結果より、「ツ」活性因子はTBPE反 応 陽性物

質一蛋白質一及び 「キ」反応陽性物質と屡 ヒ伴つて存在

するものであるが、その間には一嚢 的な関係はないこと

が明らかになり、前報黛)の結論が確められた。又両反応

とも適当に眉いれば、同一条件下の 「ツ」相互の相対的

力価を、その反応の呈色度により簡単に推定することが

でき、便であるが、活性と一嚢的な関係はないから、正

確な力価の検定は爾動物の皮内反応によらぬばならぬ。
◎

(戸田教授の御指導と御校閲を感謝 します)

(本研究は文部省科学研究費による)
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ス トレ プ トマ イ シ ンに よ る結 核療法 の病理 解 剖 学的研 究黄

第二編　ストレプトマイシン療法の肺結核殊に粟粒肺結核に対する影響

　　　　　　 札幌医科大学、病理学教室(主任、新保幸太郎教授)

　　　　　　 新 保 幸 太 郎 塚 。田 英 之

静本研究は我々が北方結僕研究所病理部在爾中より引続き行つているもので、前北方詰核研究所長、有馬博

士、北大病理、武田教授の多大な御授助を載いた。

第1章 ま え が き

我々は第一篇に於て ストレプトマイシソ(以 下「ス ト

マイ」と省略)療 法の結核性髄膜炎に及ぼす影響を検討

し、病理解剖学的及び組織学的面からはその生命に対す

る効果は悲観的であり、病変自体について もその効果に

隈界がある事を論 じた。結{亥の化学寮法の歴史が失敗の

連続であつて、幾多の薬物が彗星の如く斯界 にあ らわ
む

れ、久彗星の如 く忽ちに して姿を消す事は、結核の化学

療法が如何に困雑であるかを物語つている。それだけに

今回華々 しく発場 したス トマイ療法に期 待 す る所が多

く、少くとも臨駄的には今まで発表された化学寮法剤中

最 も優秀なものの一つである◎本報に於"蔦は約70例 に

達する我 々の剖検記録中から肺結核、殊に粟粒肺結核に

関する事項を選んで報告 したい。

第2章 剖 検 記 録

当局の指示によつて一応適応症がきめられ てい るの

で、脳膜炎例が最も多く、粟粒結核症例は之に次ぐが、

最近は一般肺結核にも適応が認められるようになつた。

勿論脳膜炎例と錐 も、多少に拘らず、肺に結核病巣を有

するもので、その意味からいえば全剖 検 例 が 肺結核で

ある。

(1)臨 躰所見の概略

各例につき臨肱的寓項を詳細に述ぺる事は不可能であ

るので・その重要な事項は第一表に示され る◎第一炎に

於てはたとえ肺結核のためス トマイ治寮を行つたもので

も脳膜炎を併発 したものは除かれ、之は第一鷹第一表に
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一
■全身の急焼粟粒結核症 として発腐,雛 定発 病後約3ケ 月後にス トマイ治殿始め るも効架な く間 らな く死亡

一・ 寛解ぱ全 く星雲め られ なカaつ弛o

士

噸

1

て
一

士

良
士i ストマイ治寮中内覧症状欲やや好転し実が他覚的殊にレ縁約には寛解みとめすグール終了後は進行が肇かつタ袖

{+

三

+
τ

「

τ

T

　
+

ストマイ治遅ま3呵 に亘り行わ九喀震域す♂胸部ラッセル減
少等見られ弛が他は余 り効果はなかつ大。

下熱はしなかつ弛が露探減少 し腹痛下痢はかなり良くなつ弛。一
腸結核 の症状はかな り好転 し、他は一般 的に一時割合に よく
なつ大o

磁 無 謬 醗 職 耀 響釜鍵 他猶

木表に記載 さわた ものはス トマイ・クール前 と後とを問わず脳膜炎を合併した ものは、除かれている

が、他臓器の結核症例え1て腸結核、喉頭結核等を合併するものは記載 されている。徒って臨休的寛解の

有無 と肺の病理解剖学的所見は必ず しも記載の一致を示 さない。

記載 された◎

(2)病 理解剖学的及び組織学的所見

病理解剖学的診断は第こ凄 に示 され、病理組織学的所

見の概略は第三表に示 される。之は各鯛に亘 り詳細に述

べられないので特徴のある数例について評細に述べる事

にする◎

剖検番号(1)。 粟粒結核結節は到る所極めて多数認め

られr互 いに融合 しつ 玉ある。何れ も乾酪化著明でtそ
、

の周囲に類上皮細胞、巨細胞層あ りt更 に軽度に増殖 し

た結合織により囲まれるが、その周辺部境界は寧ろ不鮮

明で滲出炎、巣に移行する◎滲出炎巣 も乾酪化 した部分多

く、菌は乾酪巣の殊に軟化融解 しつ 玉ある部分に極めて

多数に証明され る。肺門淋巴腺は高度に乾酪化 し、肉芽

誰織で囲まれ、散在性に結核菌を証明する。何れの部位

'にも治癒傾向を認める事は出来ない。

剖姶蕃昌r4、 ・静ヰ樽に多数の粟粒結節を認めるが、

非定型的なもの多 く、更にその中でも静止化乃至は治癒

化傾向をもつ もの多 く、乾酪化巣 も・一部 確 乎 化 してい

る。又結合織を内部ξで混入せ しめているものが多い。

初感染巣は中心部乾酪化ゐ:強いが、増殖性変化、淋巴球

滲潤を除き他の粟粒結節とほ 野同様である◎肺門淋巴腺

は中心部乾酪化高度で、外層の結合織には一部硝子様化

を認める。菌は初感染巣にのみ少数に証明され、他には

認められない。

剖検番:号(6)。 増殖性病変部に於ては、中心部乾酪化

巣を囲む類上皮細胞、巨細胞は萎縮 し、増生 した結合織

は結節の可成 り中心部まで侵入 し、周辺には焦点周囲炎

を欠き、拡張 した肺胞に接する◎この部では菌は証明さ

れない◎細葉性滲出性病変部では強い乾酪化を起 し一部

軟化融解 しかけt多 量の菌を証明するが、._.般には陳:旧

で乾酪巣は濃縮せられ周囲の結合織増 生は 著 明であっ

て、癩痕状を呈 し菌の証明 されない所が多い,小 なるも

_23一__
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第2衷 病理解剖学的診断

響劉 病 理 解 剖 学 的 診 断

1 α藻 粒結核(肺 、脾、肝、腎、腹膜、心外膜)(2)肺 門及び静腿角淋巴腺結核

6 α肺 粟粒結核、肺細葉性一紹箪性一空洞性結核
(4)腸、(5)喉頭結核

②粟粒結核(脾 、肝)(3>両 側線維性肋膜炎

・6鑛黙 搬 灘 誌 醗 結核②肺門淋巴腺結核、(3)両側繊維性及び滲出性

・g難 番雛 核・㈱ 難 繍 性一"za洞性繊 》(2棚 線雛 肋搬0防 ひ撒 (4>欝血痒

2・ 囎 鑑 舶 酷 空mtr一 硬化性購(2)右 側繊維性肋膜炎(3)輔 張(4)脾 灘 生

…

33《1)粟 粒 結 接 、(肺 、 脾 、 肝 、腎) (2)肺細葉性一結節性結核(3>両 側繊維性肋膜炎(4)腸 結核 ・

ピ 躍灘 躍編蝦肺盤舗 出瞬蓋群騰 (3)肺門、腸問漠淋巴腺詰核(4)両 側

36鑛 野 臨鯵雛8瀦 欝 翻 曜羅 藤難 結灘 講 雌 一空洞醗 核(4)両騰 織

39 (1、両側乾酪性肺炎(2)空 洞性肺結俵(3)両 側繊維性肋膜炎(4)右 心拡張(5)欝 血肝

4・ 綴 粒講 撫 駕 講 性講 難 一空洞{生㈱ 核(3)翻 湘 腺繊(4)両 購 織 肋

ミ

δ3鵬舗 熱 星蕩灘r譲 雛難
…

(2)難酪性肺炎(3)粟 粒結核(脾 、肝)(4)肺 門淋巴腺結核

」駐 罎騰 総 翻 灘 蹴1穐 講 織 欄 淋巴購
(4)両側繊維性肋

56 (1>肺粟 粒 結 核

(5)腸結 娠

(2)脾細葉性一結節性一空洞性結核(3)肺 門淋巴膿鰭核(の 両側繊維性肋膜炎

58{(1)粟 粒結核(肺 、脾、肝、腎)(2)脚 葉{生一結節性聖 洞性織(3>醐 淋巴膿 核(蠣 側ltwmak肋膜炎1珊叡 ⑥腹膜痘骸

6一 ω粟糠 核(肺、脾、肝)(2)肺 門湘 賭 齢)右 蹴 醗 左購 雛 肋搬(4)勧 撒

63

c1

(1)粟粒結核(肺 、碑、肝)
㊧腸結核 ⑥腸問英 後腹膜淋巴腺結核

②肺細葉性一結節性結核(3)空 洞性肺結核(4)両 側繊維性肋膜炎

(4)肺 門 、腸 間 膜 、後 腹 膜 淋 巴腺 桔 核1,5)腸 結 怯
(D細 葉性一結節性肺結核 ②右肺空洞性結核 無気症 毒両躍滲出性肋膜炎(右 側結核性…膿胸)

(6>腹 濃結 板(7)喉 頭 、気 管結 核

脳膜炎合併例は本表から除かれてある。第一篇、第一表参1篤

のは何れにせよ繊維性結節に近づき、又淋巴球滲潤は一

般に強くないΦ

剖検番号(9)c散 在性に多数の定型的粟粒結節がある

他、萎縮 した頓上皮細胞と淋巴球の混合 した結節が見ら

れる。結節周囲結合織は・一部硝子様化 し菌は証明されな

いo肺 門琳巴腺には新 しい病巣と共 に 陳旧 な病巣があ

り、菌は前者に於て少数に証明 ざれる◎

音験 番号(10)◎ 初感染巣は小 さな乾酪性肺炎巣である

が焦性集囲炎は認められない。結合織増生は可成 り著明

であるが・乾酪巣にほ多数の菌を濾める。そφ他敬在煙

に見られる粟粒結節は搬痕縮小化し、結合繊増生と強い

炭粉洗潰を認め・炎症性細胞がこのこ者と完全に置換え

られたものもある。勿論乾酪巣 、菌は認められない。肺

門淋巴腺は広汎な乾酪化巣と結合織性被覆とよ撃り成 り、

_24
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萎縮した菌を少数認める◎

剖検番号(15)o.散在性に粟粒結節を認め、焦点周囲炎

はなく境界鮮明◎中心部に乾酪巣を有する結節は極めて

少く、周辺部では淋巴球浸潤、結合織及び銀繊維増生極

めて高度で、繊維は結節内部まで深 く浸入している。そ

の勉にも非定型的結節が見られ、胞隔結合織の限局性増

生の如く見えるものもある。之は結節の吸収 したものと

考えられる◎初感染巣は中等度の乾酪化巣と少数の大滲

田細胞、淋巴球とより成る◎菌は何れの部位にも証明さ

れない。之に反して肺門淋巴腺は高度に乾酪化 し、少数

の菌を証明する。

割検番号(17)◎粟粒結節は悉く繊維性で、乾酪巣を有

しない◎一般に硝子様化著明で周辺部では強い淋巴球浸

潤を認め、高度に増生した結舎織及び銀繊維は結節中心

部まで潔く浸入する。文結節の吸収儀と考えられる胞隔

結合織の限局性増殖とその強い炭粉沈着が見られる。肺

門淋巴腺では強い結合織増生を認め、乾酪化巣を欠く小

結節が散在し炭粉沈着が強い。菌は肺、淋巴腺共に何れ

の部に於ても認められぬ。 画

剖検番号(21)。散在性に粟粒結節及び細葉性増殖性結

節がある。之等は共通に結合織及び銀識維増生高度で、

旛痕性で強く硝子化し硝子様球に見えるものがある。淋

巴球浸潤は強く、炭粉沈着高度である。粟粒結節は殊に

強い治癒傾向を示し、非定型的結節となるか、或は胞隔

結合織の限局性肥厚を残すのみとなり、周辺部肺胞は拡

張 して気猛牲である。その他滲出性病変部では強く乾酪

化 し、軟化して室洞化する傾向を有 し出血性である。結

合織増生は多くないが肉芽組織は全体と して強く充血

し、他の増殖炎巣でも周囲に充血燈 を廻 らすものがあ

る。肺門淋巴腺では乾酪化巣なく、炭粉沈着、硝子様化

が著明に認められる。

剖検番号(26)。細葉性増殖性結節で大部分は乾酪化巣

が硝子様化し平等に見える。一部の定型的結節では申心

部乾酪化巣の粟粒空洞形成を認めるが、全体として強く

繊維性で、著明な結合織、銀繊維の増生を認め肺胞は気

腫姓に拡張している。

剖検番号(32)。粟粒結節は定型的結節で結合織増生、

淋巴球浸潤が多少目立つが充血が著明で結節は充血燈を

めぐらす◎tStli炎巣は申心部乾酪化巣は軟化して空洞と

なり、その申へ出血を認める◎室洞周囲の肉芽組織、滲出

炎巣も充血著明である◎肺門淋巴腺も全体として強く充

血性でありも炭粉、硝子様物を有する古い結核結節を散

在性に認める◎菌は肺、淋巴腺共に何れの部位に於ても

証明されないo

剖検番号(34)。小葉性乾酪性肺炎巣は強く乾酪化し中

心部は軟化 し室洞を形成する。周辺部は主に大滲出細胞

よりなる滲出炎巣であり、結合織増生は強くない。菌は

殊に乾酪巣の申心部では多数に証明される◎充血高度で

処々に出血巣を認める◎増殖炎巣は一一般に萎縮性で、淋

巴球浸潤強きもの、繊維化したもの等の他に定型的結節

もある◎その中央部には閉塞性内膜炎を起 し繊維素様壌

死に陥つた血管を認めるものがある。肺門淋巴腺は広範

な乾酪化を示し多数の菌を証明する。'、

剖検番号(36)。広汎な乾酪性肺炎で吸収された部分、

結合織増生旺盛で肉様化 した部分、斑状に乾酪化した部

分等複雑な組織豫を呈する。乾酪巣の周囲の滲幽炎巣は
・著明な繊維素析出、大滲出細胞浸潤を認め、増殖炎巣で

は硝子様化した結節がある。菌は軟化して塞洞化した部

に多量に証明される6叉 血管は閉塞性内膜炎を示すもの

が可成り認められる。

剖検番号(43)。初感染巣は高度の乾酪化巣が結合織の

癬痕性被膜で覆われ乾酪巣には石灰沈着を認め菌は証明

されない。粟粒結節は一般に治癒傾向を強く示し、少数

の定型的結節の他、充分吸収されて胞隔の限局性結合織

性肥厚となつたもの、申心部に硝子様球を有する繊維性

結節、淋巴球浸潤強く恰も淋巴結節様を呈するもの等複

雑な際を示す。菌は認められない。淋巴腺は乾酪巣と結

合織性被膜とよりなる。

剖検番号(46)。粟粒結節の大部分は治癒化傾向に富む

非定型的結節で、最も多い型は繊維性結節で増殖した結

合織と少数の淋巴球とよりなり、最も吸収過程の進んだ

ものは胞隔の限局性肥厚の様になる。少数にある細葉性

増殖性結節では中心部の小さな乾酪化巣は大体硝子様球

となつたもの多く、之は少数の淋巴球を有する結合織性

被膜に覆われる。肺門淋巴腺には病変なく、菌は何れの

部にも証明されない。

剖検番号(48)。肺病変は極く少数の硝子様化結節と多

くの繊維化結節とよりなる。乾酪化はなく、定型的結節

も認められず強い治癒傾向を示す。肺門淋巴腺は強い乾

酪化とその周囲の結合織性肉芽組織 と よ りなり、菌は

肺・淋巴腺共に何れの部位にも証明されない。

剖倹番号(55)◎小葉性乾酪性肺炎巣は軟化して室洞と

なり周辺は滲出炎巣に移行するが、結合織増生も可成り

強い。塞洞内には出血し、周囲には著明な充血 を認め

る。増殖炎巣は乾酪傾向強く、多数の類上皮細胞形成の

他高度の淋巴球浸潤を認め、病巣が軽度の治癒傾向を示

しつ玉遷延している。その他粟騰 節には少数に硝子様

化結節も認められる。菌は滲出炎巣、殊に乾酪巣、室洞

内・高度に乾酪化した肺門淋巴腺に多数に証明される。

一 一隣30-_.
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第3章 総括及び考按

以上の病理解剖学的組織学的検索から肺結核の各型、

殊に粟粒結核に対するス トマイ治療の影響を考按する事

が出来る◎元来結核は髄膜炎を除き著明に自然治癒を営

み易いものであるから、先ずその自然治癒のあ り方を検

討 し、その過程がス トマイ治癒により如何に修飾される

か、叉自然治癒とは全 く異つた過程が見られるかを検索

する必要がある。実験的結核結節に於ける自然治癒過程

は塚田が既に報告 した如 く、繊維増生、巨細胞殊にラ氏

型形成、結節の発育なしに行われる乾酪化巣の増大、即

ち結節の成熟、肉芽腫細胞の多形化、分散化等により表

現され る。病変が急速に治癒せず、治癒傾向をもつて蓬

延する場合には淋巴球の強い浸潤を認めるが、結局出来

上つた像は完全吸収か、只単に結合織の結節状増生を残

すか、乃至は乾酪巣を囲んで結合織が増生するかの何れ

かである◎乾酪巣は更に成熟すれば 全 く細胞成分を失

い》更に硝子様化、石灰化 してその成熟の過程を終了し

て治癒する。ス トマイ治療を行つた動物では上記の治癒

過程、即ち結核結節の吸収乃至は成熟過程がそのま玉見

られ、人体に於て も我々の剖検例からは先ずその大綱に

於て当てはまると考えられる。換言すれば ストマイ治療

により結核結節は独特な治癒過程を示すものではなくて

自然治癒の過程が促進せられ、悪化の傾向が阻止 される

に他ならない。従つてス トマイの作用点は組織にあると

云 うよりは寧ろ菌にあると考える方が妥当である。今肺

結核の各型に対するストマイの効果を組織学的に検討す

ると、(1)、 滲出炎は初期のもの、即ち漿液性、繊維素

析出乃至は之に大滲出細胞反応の加わつた程度のもの、

増殖炎巣周囲に見 られる焦点周囲性滲出炎は艮 く吸収 さ

れ、後に胞隔に多少の結合織増生を残すか或いは完全に

吸収 される◎之に反 して結核性肺炎の如 く、病変が広汎

且つ高度な場合は多少病変の悪化が阻止 される場合があ

るとしても、容易に吸収 されずボL応 必然の過程である

乾酪化を起 し乾酪性肺炎となる◎乾酪性肺炎自体に対す

るス トマイの影響は先ずないと見るべ く、軟化 じて察洞

を作る事が多い。なお滲出炎巣に しろ増殖炎巣に しろ病

変部の細血管の発育、充血の著明な場合が可成 りあつて

結節周囲の充血費、空洞内出血等が見られた。殊に剖検

例(63)は 室洞内出血がその死因 となつたものと考えら

れる。室洞に対するストマイ治療は余 りその効果をもた

らさないが、それでも数例に於て察洞壁の平滑化、清浄

化傾向が見られ、他の表在性潰瘍の場含と類似の組織際

が見られ、3こ此の頃には菌はあつても少いのが普通でス

トマイの或る程度の効果は認められると云える。又少数

例ではあり、限局性のものではあるが、滲出炎が球菌性

'肺 炎に於ける如 く肉様化におきかえられた場合があり、

之は遷延治癒の一種 とみなす事が出来る◎しかし吸収後

の結合織増生は胞隔に止る事が多 く、広汎な肉様化を来

す如き病変は概ね悪化 して乾酪化するのが普通で結核性

肺炎の特徴はス トマイ治療 に よつても失われ る事が少

い。次に滲出炎の一種と考えられる初感染巣に対するス

トマイ治療の影響は、乾酪性肺炎に於ける場合と、同様

余 り著明なものではなく初感染巣の著明な自然治癒傾向 ,

とあいまつて・その効果の判定は容易に下しにくい◎勿

論乾酪化を起 さない様な早期にス トマイの適用を受けた

如き場合には吸収 され うる事は他の滲出炎の場舎と同様

であるが、か 玉る時期にス トマイ治療を受けた例は未だ

剖検されていなV,o(2)、 血行性撒布性結核結節。その

定型的なものは粟粒結核結節であるが、之に対 しては ス

トマイ治療が非常に効果的である場合が多 く殊に余 り広

汎でない血行性撒布では著明な治癒現象が見 られる。結

核結節の成立及び治癒過程を塚田の実験的研究の立場か

ら見れば、先ず適用された菌の周囲には白血球、単球の

順で集籏するが、単球はその局所に於て分裂増殖 して、

'そ のあるものは類上皮細胞となる
。中心部白血球巣は変

性壊死に陥入るがそれが小で且つ菌が早期に消失する場

合はその外周部に於ける単球一 類上皮細胞増殖と共に

吸収され、淋巴球滲潤は極めて軽度なるを常とする◎単

球一州類上皮細胞結節はその後その肉芽腫細胞(塚 田)の

多形化、分撒化、その間に於ける増殖浸入によつて単な

る結合織の限局性増殖巣となつて治癒する◎結核結節が

何等の痕跡なしに吸収 される事は稀で、最 も早 く治癒傾

向をあらわ したものは、大体この形式をとる◎次に申心

部白血球壌死巣が大で、吸収されない時は細胞の変性壌

死は次第に外周部類上皮細胞層に及び所謂乾酪変性とな

るが類上皮細胞は更に単球の分裂により結節の外周部よ

り添加せられ結核結節が成長する。この時期には淋巴球

が可成 りの程度に浸潤 し始める。この結核結節の成長が

止 り結節が治癒傾向をもつと、類上皮細胞の新生添加 の

停止、巨細胞後にラ氏型巨細胞の形成、結合織増生、淋

巴球浸潤の強化をみとめ、申心部乾酪巣は結節の拡大な

しに次第に外周部に波及する。塚田は之を結核結節の成

熟 として既に報告 した。か くて結核結節の溝成が主とし

て乾酪巣 と結合織になると乾酪巣は濃縮 して再び小とな

り、更に硝子様化する場合があるが、石灰化は実験的範囲

では認められなかつた◎結核結節の成熟と共に減少 し始

めた淋巴球は既の時期には極めて少 くな り、結節は乾酪

巣と、之を囲んで高度に増生 した結合織及びその中に散

在ナる巨紬胞殊に主にラ氏型巨細胞のみとなる◎之が結
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棲結節治癒の第二の形式で、定型的結核結節の治癒過程

は主にこの方法による。ス トマイ治療を受けた粟粒結核

結節の治癒過程は実験的にも又病理解剖学的にもこの2

つの形式をとり、その遅速を修飾するに止る。即ち乾酪

化以前に治癒 した ものでは、結合織の限局性 肥 厚 を残

すのみとなり、定型的結捜結節は最後に乾酪巣とそれを

囲む増殖 した結合織におきかわ り、 乾酪巣は じぽ しぽ

硝子様化する。ス トマイ治療例では しば しぽ淋巴球の浸

潤が強く淋巴組織様像を呈するのは、緩慢な刺戟が長 く

続いた事、換言すれば結核結節の悪化が阻止され、治癒

傾向をもちつ 蕊灌延 している事を示すに他ならない。又

乾酪化傾向を阻止する箏も見のが されない効果の一つで

あろ5。

結核結節が粟粒結節より更に大となつてもこの基本形

式に従つて ス トマ艦イの作用を受ける箏は当然である◎

(3)、 肋膜炎は著 しく繊維化して厚い勝腹を作 るが、之

に対 してス トマイ治療の影響がどの程度加わつているか

はにわかに結論を下し難い◎3ζ淋巴腺について も、多 く

の場合強く乾酪化を起 してからストマイ治療を受ける事

になるので、ストマイの影響をはつきりつかむ事が出来

ない。以上の如く肺結核にはある型のものを除きストマ

イ治療は有効で殊に重症でない粟粒結核に対 しては極め

て有効であると考えられるが、なおストマイの根本的欠

陥 として粟粒績核の治療中乃至は治療後にしばしば脳膜

炎を起 し肺病変は治癒したに拘らず、結局脳膜炎で死亡

した例がかなりの数に剖検され、新 しい化学療法剤の邸

現がこの点からも望まれる。

第4章 結 論

(1)。 肺結核に対するストマイ治療の効果は乾酪性肺

炎の如き或る型のものを除いて見るべきものがあり、殊

に早期の滲出炎、粟粒結核結節に対 しては極めて有力で

ある。(2)ス トマイによる結核結節の治癒過程は自然治

癒の形式に従い只その遅速を修飾するのみでストマイ沿

療例に特有な変化は認められなかつた。(3)肺 結核殊に

粟粒結核でストマイ治搬実施中乃至は後にしば しば脳膜

炎の併発が見られ、之ぽス トマイの本質的欠陥であると

考えられる。

Prominと その類似物質の実験的結核 に及ぼす影

響に就 て悌4報)

Diaminodiphenylsulfoneの 実 験 的結核 に及 ぼす影 響 に就 て

東京大学伝染病研究所第3餅 究部(部長、教授 武田徳晴)

岡 野 光 雄

緒 言

さきにPreminの 実験的結核に及ぼす影響に就て私

は3回 にわたつてその成績を報告 した。

即ちProminの1週2回 皮下注射の成績では実験群

と対照群との聞に殆んど差異を認めず僅かに肺のみ結核

形成阻止を認めたの。

次に投与量を増量する為、隔 日に投与 した実験に於て

は皮下注射に依る場合2)、 腹腔内注射に依 る場台:り共に

域る程度の結核形成阻止を認めた。然 しこのような効果

を挙げる程度に投与量を増すと、一種の副作用として軽

度の貧血を惹起することを報 告 した。

扱て、Prominの 類似物質であるDiaminodipheny1-

sulf◎neの 誘導体の結捜の化学療法に関する研究として

主 なるものは

Fritz&Ca110Σ11"炉)`まDiasoneごNaSO2_CH2NH

〈=>S・2〈 二 〉一一NHCH2S・2Na〕-4H2・ の

効果 を調 べProminと 同 程 度 の阻 止 作 用 を認 め た と報

告 してい る。 ●

3こCaHomap&Raizisss)1ま2つ の 新 物 質・

OH・

一 ・2〈⊃CH-N<=>S咲 ⊃NN

HO'

CH〈⊃ と

CI

N・・32・6⊂>CH>・ ・N⊂>S・2⊂ 〉晒

をDiamone・一と比較 してその成績 を述べているが、Nor

3206よ り有効でPiAsoneと 同 程度に有効であつたと報

告 している。'
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